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OSS関連団体同��連
��けて，
まずはOSSコンソーシア��紹�から
OSS関連団体同��連
��けて，
まずはOSSコンソーシア��紹�から

日本OSS推�フォーラ��
にも，OSS関��団�がいくつ
か，���によってはたくさんあります。なにがしかで,�-し
たいよね」とい1会3が，いろんな団��5で6ているみた
いです。今:は，前<にOSSコンソーシア�BCっていただく
ことから。後<は，Hなる団�で�-してどんなことができる
�か�意見交NができれPQしくRいます。

２０１9年3月27日

OSSコンソーシア�\広報委員会\溝口則行

２０１9年3月27日

OSSコンソーシア�\広報委員会\溝口則行
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◆◇ 本%�コース ◇◆

OSC東京*�LTから

OSSコンソーシア��紹�

[.意見拝聴]
4なるOSS団体同��連
は？

公開資料からカットしましたが，こちらで晒されてます。↓
https://www.ospn.jp/osc2019-spring/modules/article/article.php?articleid=5
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OSSコンソーシア�はこん"団$です
【目的】

(員企業mユーザpのOSS採用促進
(員企業mベンダーpのOSSビジネMの推進
OSS市yの活性化貢献

【基�ポリシー】
ビジネM)してのOSSÉメインテーÜ)して、OSS市y活性化àâけã問題éの解êë利
éの発ìÉ活動主ñ)する。
前項実úのãめàは、(員ûでの協†àよる効率的"アウcプッcÉ§うこ)É¶がける。
ユーザが参©できるよう"コンソーシア�環¨の整備Ø∞活動の実úÉ目±す

わかりëすくµす)…
↓
OSSの価値∫É大事àしている企業メンΩがæまっãビジネMコンソーシ
ア�です。

仕事à役¬てられる活動Éしãい)≈っているメンΩが中¶ですが«(員各…の参 の
動Àは)ても様Õだ)≈います。

テーÜÉ共–できるメンΩ)一“à部(活動Éするこ)が«最大の‘り物
です。

(員同◊の取引関€はあっãり"かっãりいろいろですが«そこは重‡ではありません。

他„)æまれるこ)àメリッc)‰∞ÉÂじているメンΩがÊいので«懇親
(は公式・非公式àよくあります。

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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参 する)できるこ)

部(活動
参加部会��参加人��制
はありません。
部会�イベン��よってはゲス�参加�可�です。

他„)の交Ìのy
部会，委員会，懇親会，イベン�出展，などなど

WebサイcëメルÜÒÉÚっã自„活動の告ıë
アピール

OSS�関,してい/必1があります。

部(活動ë出ìイベンcの
yで(員企業の製品・サー
ビMÉテーÜàするこ)も可

正会員として部会活67主1メン:�
なっていただ=必1があります。

参 する)できるこ)

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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いろいろ"参 のしかãm(員種別p

(員種別 対象／年(費 メリッc

ビ
ジ
ネ
M
(
員

理事(員 • 理事企業
• 96,000円(不課税)

➢ 議決権
➢ 部会7参加
➢ 各Pサービス7利用
➢ OSSコンソーシアZ主[イベン�で7関

,カタロ_7配布

一般(員 • OSS関,7テクノロジーそ7�7
でビジネスh実j�し=は計lされ
てい/企業、団体・個人

• 60,000円(不課税)

➢ 投票権
➢ 部会7参加
➢ 各Pサービス7利用
➢ OSSコンソーシアZ主[イベン�

で7関,カタロ_7配布

準(員 • 一般会員7期
yz試用会員
• 無料 

➢ 投票権はなし
➢ OSSコンソーシアZ主[イベン�

で7関,カタロ_7配布�なし
➢ 登Ä7みで参加可�

賛助(員 • OSS関,7テクノロジーh利用し
てい/個人

• 活6運営Ñとして年間一口
（6000 円）以ã7寄y

➢ 部会7参加
➢ 各Pサービス7利用

メルÜÒ購読 • セミナー�êしëみされた方，Web
サイ�かó購ôhêしëみされた方

• 無料

➢ メルマú配信

(員種別

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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部(・運営組織部(・運営組織
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部(一覧 (2018年度)

AI IoT Robotics Automotive部(

オープンCOBOLソリューション部(

開発基盤部(

教育ICT部(

クラウI部(

データベーM部(

東海支部

ビジネMアプリケーション部(

分VコンピューティンZ部(

部会7構ü�名°は
とzどz¢わります

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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AI IoT Robotics Automotive部(AI IoT Robotics Automotive部(

IoT/組ëみ分野、ロボッ�/自6
運Æとそ7ため7人工知�(AI)
分野などで使用され/OSS7情
報収集、議論、情報共∫hªいま
す。また、当該分野�おけ/OSS
7普及・利用7促√�ƒけた活
6hªいます。

m株pアックM
代表取締役(長　竹岡　尚三

ユニテックシMテ�(株)
法務部　部長　宇田川　勝一

IoT/組�み/人工ı能分$àおけるOSSの普Ø・利用
の促進É§う

部(リーダ

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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オープンCOBOLソリューション部(オープンCOBOLソリューション部(

プロプライエタ»な環 が一般的
なCOBOL7開–�おいて�オー
プンソース7メ»ッ�h活かすた
め、OSS COBOLh技術・ビジネ
ス7両’かóサポー�でz/よう
�整Ÿしていz、基€システZ�
おけ/OSS‹7普及・促√h›り
ます。

m–pランカーIコ�
取締役　峰松　浩樹

東,シMテ�ハウMm株p
井坂　徳恭

基2シMテ�へのopensource COBOLの普Ø促進
É5る

部(リーダ

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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開発基盤部(開発基盤部(

issueh解決す/ため�使用
す/各Pオープンな1素技
術�プラッ�フォーZh、幅広
い開–技術h用いてパッ
ケージ（統合）す/。また、そ
7Î7効率ƒã�ªう。そし
て、これó技術的アウ�プッ�
h継続的�公開す/。

m株p日¬ソリューション7西日�
技師　西$大介

企業のITインフラのポーcフォリオの拡充

部(リーダ

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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教育ICT部(教育ICT部(

大Ù�研究機関など�最適
なOSSh導˚す/ため7製
品情報h収集し、サポー��
ソ»ューション情報hセミナー
�Webで情報公開します。

m株pオープンソーM・ワークショップ　
代表取締役　永原　篤

オープンソーM・ソリューション・テクノロジm株p
代表取締役　小田切　耕司

大学、研究À関"どへのOSS導NÉ促進

部(リーダ

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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クラウI部(クラウI部(

クラウ�構��あたり活用でz/
オープンソースh調査・研究及び
情報交�hªい、現時
で7活
用可�なオープンソース7マップ
h作üし、参加企業7方�と情報
共∫す/ことで、クラウ�ビジネス
で7オープンソース7活用h推√
していzます。

OSSコンソーシア�
顧問　吉田　§男

ユニアデックM株式(„ ITOサービM�部
�部長補佐 兼 ITOコンサルティンZ部 部長　田淵　秀

オープンソーMÉ活用しãクラウIの普Ø促進É§う

部(リーダ

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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データベーM部(データベーM部(

特�7プロダク��とóわれ
ず、第三者的な立�で様�な
データベース7情報h収集
し、それóhユーザ・ベンダ�
フィー�:ックす/機会h提供
します。また、データベース7
垣�h えたイベン�などh
開[します。

TISm株p　IT技術基盤�部
IT基盤技術推進部　主査　山� 文彦

(株)デジタル・ヒュージ・テクノロジー
代表取締役 鵜川　徹

データベーM領`でのオープンソーMのa"る
発ì促進É5る

部(リーダ

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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東海支部東海支部

東海地方�おいて、OSS7
利用促√とと��、ビジネス
拡大h›ります。調査、勉強
会およびセミナーh通
じ、OSSh広=知って�óい、
導˚利用7サポー�および
開–など、こ7地*7OSS
ビジネス7+け,とな/よう
�活6していzます。

m株pパIラック
代表取締役　杉�　等

東海地fのOSSのビジネM利用促進É5る

部(リーダ

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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ビジネMアプリケーション部(ビジネMアプリケーション部(

ビジネスアプ»ケーションレイ
ヤー�まで浸0してzてい/
OSSですがユーザー�1す/
メ»ッ�7説明不4�、信頼性
�関して7誤解が多�見+け
óれます。それó7誤解h払拭
すべ=、積極的�啓蒙活6h
ªいます。

m株pゼンク
代表取締役　増田　芳憲

m株pイージフ
CTO　石井 昭紀

オープンソーMビジネMアプリケーションの普Ø促進É
§う

部(リーダ

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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分VコンピューティンZ部(分VコンピューティンZ部(

オープンソースな分Aコンピュー
ティン_技術は、ニア»アルタイZ7
ス�»ーZ処理�可�な技術�–展
し、IoT�AIなど7基盤技術となっ
ています。本部会では、Hadoop/
Spark�Asakusa Framewmork
等、オープンソースな分Aコンピュー
ティン_技術7情報収集・情報交�
及び公開hªい、導˚活用�ƒけた
普及促√hªいます。

m株p日¬ソリューション7
技師　才所　秀明

(株) ノーチラM・テクノロジー7
代表取締役„長 目黒 雄一

オープンソーM"分VコンピューティンZ技術の
普Ø促進

部(リーダ

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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Mタッフ  (役員・事務局)
【会長】
株式会Vビイúコーポレーション
代表取締役
山﨑 実

【顧問】
サイ:ーコZ株式会V
代表取締役V長
渡辺 剛喜

【顧問】
OSSコンソーシアZ
吉田 ª男

【理事】
株式会Vアックス
代表取締役会長兼V長
竹岡 尚三

【理事】
オープンソース・ソ»ューション・
テクノロジ株式会V
代表取締役 チーフアーキテク�
小田切 耕司

【理事】
株式会Vオープンソース・
ワークショップ
代表取締役
永原 篤

【理事】
サイ:ーコZ株式会V
取締役 執ª役員
臼井 博幸

【理事】
株式会Vゼンク
代表取締役
増田 芳憲

【理事】
株式会Vデジタル・ヒュージ・
テクノロジー
代表取締役
鵜川 徹

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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Mタッフ  (役員・事務局)

【理事】
ＴＩÑ株式会V
IT基盤エンジニア»ン_第1部
エキスパー�
溝口 則ª

【理事】
株式会Vパ�ラック
代表取締役
杉本 等

【理事】
株式会V日立ソ»ューションズ
研究開–部 生産技術研究_ループ 主任
才所 秀明

【理事】
株式会Vマイン�
代表取締役V長
屋代 和将

【理事】
三菱電機インフォメーション
システZズ株式会V
産業・サービス事業本部 部長
小林 敦

【理事】
ユニアデックス株式会V
クラウ�ITOサービス事業本部
本部長補佐
田淵　秀

【事務局】
オープンソース・ソ»ューション
・テクノロジ株式会V
寺井  ・  今井 

�⇥⇤⌅⇧⌃⌥� ⌦↵��
OSS�✏⇣⌘✓◆✓�

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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コンタクc先

t関¶のあるfは…
部(àゲMc参 してみてください。

運営委員(の見学もできます (毎月開催)。

総(は毎年公開で開催 (6〜7月)。

参 してみãいが~われているy�は…

準(員制度Ét利用ください (6Å月û)。

Webサイc https://www.osscons.jp/

メルÜÒ申� https://www.osscons.jp/ezine/

(員申� https://www.osscons.jp/aboutus/joinus/

各種お問い�わせ https://www.osscons.jp/contactus/

Facebook https://www.facebook.com/ossConsortium/

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/ezine/
https://www.osscons.jp/aboutus/joinus/
https://www.osscons.jp/contactus/
https://www.facebook.com/ossConsortium/
https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/


- 22 -OSS Consortium www.osscons.jp

部(予Ö"ど

Webサイ��ップページで部会�セミナー7開[予�h公開しています。

とzどz更£hサボってます…

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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お問い合わせだけで�大丈¶です！
(事務局)

まずは無料メルマúかó
https://www.osscons.jp/ezine/

(広報委員)

お気©�™参加=ださい
(会員一同)

本資料はLibreOfficeで作üしています。

https://www.osscons.jp/ezine/
https://ja.libreoffice.org/
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4なるOSS団体同��連
は？
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なぜいろんな団体>?@A>るんでしょうね？なぜいろんな団体>?@A>るんでしょうね？

以Hは溝J�私見です:
やりたいことを，やりたいよう�

個別OSS.と�，ひとつY複[�グルー^>…
ノンジャンル(総合)�団体もこ�傾�あり

博愛主義nだけど，qりrみもする

規u�拡wや，xいも��yかれる指�は|い
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一��“な�か”をする意義はありますよね？一��“な�か”をする意義はありますよね？

団体Çで共Ñできる“目á”はあるでしょうか？
「OSSをもっとäめたい」(çってほしい & êってほしい)

いろんな団体>あることもçってほしいかな？

(ビジネスコンソーシア�では) 
結果n�仕ñ>óえればみんなうれしい？

例① OBCI ＆ OSScons
OSCで共同セミナー枠: 講演 ＋ パネルディスカッション

例② クラウ¥時∂�OSS活用調査(METI)
手前味¿ですみません
@ょっと¬いです (2014Y15年)
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.意見拝聴 ＆ ディスカッション


